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特集 原発事故の実像 

原発事故からの復興はない / 福島の福幸（ふっこう）のために（農と交流からの

再生） / コラム ミンスクの１日 / リサイクル募金きしゃぽんのお礼とご紹

介 / 講演会開催のお知らせ / 支援者のお名前とメッセージ 

露店に集まる子どもたち 

（2006年） 

チェルノブイリ医療支援ネットワーク（CMN）は、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、現地から求められる 

医療支援を行います。この活動を通して、日本とベラルーシの人びとの心と心のつながりを深めます。  

あなたもチェルノブイリを支える一人になっていただけませんか？ 

ご寄付を受け付けています。 

September 2023 
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 チェルノブイリ 医療支援 検索 活動の様子や通信バックナンバーなどはホームページをチェック！ 

ホームページではカラー版を公開中 

↓アクセスはこちらから 
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● 

特
集 

●

原
発
事
故
の
実
像 

原
発
事
故
か
ら
の
復
興
は
な
い  
特別 

寄稿 

 

私
は
、
縁
あ
っ
て
２
０
０
９
年
１
１
月
飯
舘
村
に
入
植

し
、
民
間
企
業
が
作
っ
た
研
修
施
設
「
い
い
た
て

ふ
ぁ
ー
む
」
の
管
理
人
に
就
い
た
。
２
０
１
０
年
３

月
、
併
設
の
農
地
約
１
．
７
ｈ
ａ
の
水
田
と
約
１
．
０

ｈ
ａ
の
畑
で
農
業
を
始
め
た
、
農
業
は
未
経
験
の
分
野

で
あ
っ
た
が
、
近
隣
の
農
家
の
方
々
の
支
援
で
大
成
功

で
終
え
た
。
翌
年
は
規
模
を
拡
大
し
約
６
．
０
ｈ
ａ
の

水
田
耕
作
を
予
定
し
準
備
の
さ
な
か
震
災
に
遭
遇
し

た
。
飯
舘
村
の
災
い
は
３
．
１
１
の
地
震
で
の
被
害
は

軽
微
だ
っ
た
。
災
い
は
３
月
15
日
の
夕
方
に
襲
っ
た
福

島
第
一
原
発
事
故
で
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
降
下

に
よ
る
も
の
。 

飯
舘
村
は
一
か
月
以
上
経
た
４
月
22
日
に
漸
く
計
画
的

避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
、
１
か
月
以
内
に
村
外
に
避
難

せ
よ
と
言
う
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
す
で
に
原
発
立

地
自
治
体
か
ら
の
避
難
者
で
都
市
部
の
空
き
部
屋
は

い
っ
ぱ
い
で
、
飯
舘
村
の
住
民
が
避
難
先
に
落
ち
着
い

１ 

は
じ
め
に 

た
の
は
、
仮
設
住
宅
の
建
設
を
待
っ
て
だ
っ
た
、
そ
れ

は
６
月
末
か
ら
７
月
初
旬
だ
っ
た
。 

私
は
７
月
上
旬
、
福
島
市
松
川
町
の
雇
用
促
進
住
宅
の

空
き
室
に
避
難
し
、
施
設
の
保
守
管
理
の
た
め
村
に

通
っ
て
い
た
、
避
難
指
示
は
２
０
１
７
年
３
月
末
に
解

除
さ
れ
た
、
私
は
２
０
１
８
年
11
月
末
に
村
に
帰
還
し

た
。 

た
ま
た
ま
、
飯
舘
村
の
汚
染
調
査
の
為
に
来
訪
さ
れ
た

今
中
哲
二
氏
（
当
時
、
京
大
原
子
炉
実
験
所
助
教
）
や

 

２
０
１
１
年
３
月
１
５
日
に
飯
舘
村
を
襲
っ
た
放
射

線
の
値
（
空
間
線
量
率
）
は
、
４
４
．
７
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト/

時
（
µ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
）
で
し
た
。
通
常
事
故

が
な
け
れ
ば
こ
の
値
は
０
．
０
４
～
０
．
０
５
µ
Ｓ

ｖ
／
ｈ
で
、
通
常
時
の
約
千
倍
の
値
だ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
の
時
の
私
は
そ
の
意
味
も
理
解
で
き
な
か
っ
た

（
た
ま
た
ま
、
当
時
の
菅
野
村
長
の
箝
口
令
で
村
民
に

知
ら
せ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
）
。 

 

そ
ん
な
私
が
、
前
述
の
今
中
先
生
や
木
村
先
生
な
ど

多
く
の
先
生
の
指
導
で
放
射
能
の
こ
と
を
少
し
理
解
す

る
よ
う
に
な
っ
た
（
実
際
に
は
、
現
在
で
も
測
る
都
度

“
こ
れ
は
何
だ
”
と
言
う
場
面
に
遭
遇
し
混
乱
し
て
い

る
が
）
。 

私
自
身
が
12
年
間
放
射
能
を
測
っ
て
き
た
結
論
は
、

「
原
発
事
故
や
核
災
害
の
大
き
さ
は
、
被
ば
く
の
リ
ス

ク
の
大
き
さ
」
だ
と
思
う
、
人
間
が
被
ば
く
す
る
放
射

線
量
の
多
少
だ
と
思
う
。 

被
ば
く
の
元
は
大
地
に
降
下
し
た
放
射
性
物
質
で
、
そ

こ
か
ら
放
出
さ
れ
る
放
射
線
で
あ
る
。  

２ 

原
発
事
故
の
見
方 

自然豊かな飯舘村は石材の村とし

ても知られ、みかげ石も特産品で

す。役場前のお地蔵様の頭をなで

ると、「村民歌」が流れます。 

飯
舘
村
農
民
見
習
い 

 

伊
藤
延
由 

木
村
真
三
氏
（
獨
協
医
科
大
准
教
授
）
の
指
導
を
受

け
、
測
定
機
器
の
貸
与
を
受
け
て
今
日
ま
で
測
定
を
続

け
て
い
る
。 
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表の説明 

No.1～3は柏崎刈羽原発周辺の状況 

一箇所の発電所では世界一の発電量を誇る原

子力発電所も事故がなければ汚染はないこと

を示している。 

No.4～6はたまたま出先などで採取したも

の、意図して低い場所を選んだわけではな

い。 

 

上
の
表
は
、
２
０
２
２
年
飯
舘
村
内
か
ら
採
取
し
た

土
壌
55
件
（
除
染
対
象
エ
リ
ア
34
件
、
未
除
染
エ
リ
ア

21
件
）
と
非
汚
染
地
域
の
土
壌
と
比
較
し
た
も
の
。
国

内
の
土
壌
は
１
９
５
０
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
大
気

圏
内
核
実
験
の
残
渣
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
（
自
然
由
来

の
放
射
性
物
質
も
存
在
す
る
が
、
こ
こ
で
は
人
工
的
に

生
成
さ
れ
た
核
物
質
セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
述
べ
る
）
。 

事
故
前
の
記
録
で
は
土
壌
汚
染
は
１
０
～
２
０
Ｂ
ｑ
／

ｋ
ｇ
だ
っ
た
。
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
は
飯
舘
村
の
土

壌
汚
染
が
事
故
前
の
値
に
戻
っ
た
時
、
す
な
わ
ち
空
間

線
量
率
が
０
．
０
４
～
０
．
０
５
µ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
に
、
土

壌
汚
染
が
１
０
～
２
０
／
ｋ
ｇ
に
戻
っ
た
時
だ
。 

 

Ｔ
Ｖ
、
新
聞
報
道
な
ど
で
す
で
に
ご
存
じ
と
思
い
ま

す
が
、
昨
年
８
月
末
に
双
葉
町
の
避
難
指
示
解
除
を
は

じ
め
と
し
て
、
従
来
「
帰
還
困
難
区
域
」
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
た
地
域
で
、
「
帰
り
た
い
住
民
が
い
る
か

ら
」
と
徐
々
に
解
除
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年
５
月
１

日
飯
舘
村
で
唯
一
帰
還
困
難
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
た

長
泥
地
区
が
解
除
さ
れ
た
。
そ
の
解
除
の
条
件
が
、
年

間
被
ば
く
量
が
２
０
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
（m

Sv 

）
以
下

と
さ
れ
て
お
り
、
時
間
当
た
り
３
．
８
µ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
と

さ
れ
た
。
本
来
２
０
ｍ
Ｓ
ｖ
／
年
間
を
毎
時
に
す
る
と

約
２
．
２
８
µ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
だ
が
、
３
．
８
µ
Ｓ
ｖ
／
ｈ

に
な
る
理
由
は
下
の
式
に
よ
る
。 

３ 

今
福
島
で
起
き
て
い
る
こ
と 

屋外で8時間、遮蔽率60%の屋内で 

16時間過ごす 

 

8 時間×3.8 μSv/h＝30.4 μSv  …① 

16 時間×(3.8 μSv×0.4)＝24.32 μSv …② 

 

(①＋②)×365日＝19,972.8 μSv 

      ＝19.97 mSv 

除染後の覆土のために削り取られた山 

 

除染は宅地・農地・道路とそれぞれの境界

から20mに対して行われました。除染によ

り表面の土が亡くなった土地には山の土が

戻されました。 
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「
生
活
線
量
」
な
る
言
葉
を
編
み
出
し
３
．
８
µ
Ｓ

ｖ
／
ｈ
以
下
を
帰
還
の
条
件
に
し
た
。
そ
も
そ
も
、
事

故
前
は
一
般
公
衆
に
許
さ
れ
て
い
る
追
加
被
ば
く
量
は

年
間
１
ｍ
Ｓ
ｖ
（
１
，
０
０
０
µ
Ｓ
ｖ
）
、
現
在
も
福

島
県
以
外
は
こ
の
値
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。 

 

事
故
前
の
福
島
県
内
で
も
屋
内
外
差
は
な
か
っ
た
、

屋
外
で
８
時
間
、
屋
内
で
16
時
間
が
万
人
の
行
動
パ

タ
ー
ン
で
な
い
、
全
て
の
家
屋
の
遮
蔽
率
が
60
％
は
あ

り
得
な
い
、
そ
れ
を
強
引
に
当
て
は
め
て
規
制
値
を
上

げ
て
い
く
手
法
は
、
国
民
の
命
を
守
る
国
が
や
る
事
で

は
な
い
。
予
防
原
則
に
従
い
可
能
な
限
り
被
ば
く
を
さ

せ
な
い
規
制
値
を
取
る
べ
き
だ
。
原
発
事
故
が
起
き
た

ら
年
間
１
ｍ
Ｓ
ｖ
は
守
れ
な
い
、
な
ら
ば
基
準
を
下
げ

る
と
言
う
暴
挙
で
す
。 

 

現
に
医
療
機
関
な
ど
で
見
る
放
射
線
管
理
区
域
の
規

制
値
を
時
間
当
た
り
に
す
る
と
０
．
６
µ
Ｓ
ｖ
で
す
、

こ
の
区
域
は
業
務
が
終
わ
れ
ば
直
ち
に
退
室
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
飯
舘
村
で
は
そ
れ
ら
の
規
制
値
よ

り
高
い
場
所
で
も
、
立
ち
入
り
禁
止
の
看
板
も
な
い
、

そ
れ
ど
こ
ろ
が
昨
年
の
Ｇ
Ｗ
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。
避
難
指
示
解
除
に
は
年
齢
制
限
が
な

い
、
若
者
た
ち
の
放
射
線
被
ば
く
の
感
受
性
が
高
い
の

は
公
知
の
事
実
で
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
何
の
制
限
も

な
く
居
住
さ
せ
て
も
良
い
の
か
を
問
い
た
い
。 

原
発
事
故
の
加
害
者
で
あ
る
国
と
東
電
は
原
状
回
復
の

責
任
が
あ
り
ま
す
、
加
害
者
責
任
を
果
た
す
べ
き
で

す
。 

４ 

飯
舘
村
は 

私
が
住
む
飯
舘
村
は
面
積
２
３
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
広
大
な
面
積
の
村
に
６
，
５
０
０
人
が
住
む
村
だ
っ

た
、
因
み
に
大
阪
市
は
２
２
５
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

面
積
に
２
７
５
万
人
居
住
し
て
い
る
。
「
日
本
で
最
も

美
し
い
村
連
合
」
に
加
盟
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

自
然
の
豊
か
さ
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
と
思
う
。 

 

２
０
１
７
年
３
月
末
で
避
難
指
示
が(

長
泥
行
政
区
を

除
き)

解
除
さ
れ
た
、
そ
の
長
泥
行
政
区
も
本
年
５
月
１

日
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、
全
村
避
難
指
示
が
解
除

さ
れ
た
。
し
か
し
原
発
特
措
法
で
二
地
域
居
住
（
住
民

登
録
は
村
、
生
活
は
避
難
先
自
治
体
）
が
認
め
ら
れ
県

内
外
に
３
，
２
６
４
名
（
６
８
．
５
％
）
が
現
在
も
避

難
を
続
け
て
い
る
。 

今
年
４
月
現
在
の
村
内
居
住
者
１
，
５
０
０
人
の
６

８
．
８
％
が
６
０
歳
以
上
、
高
齢
化
率
５
６
．
６
％
の

村
。(

事
故
前
の
２
０
１
１
年
１
月
現
在
は
60
才
以
上
３

６
．
５
％
、
高
齢
化
率
２
８
．
７
％
だ
っ
た)

。  
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生
活
イ
ン
フ
ラ 

生
活
イ
ン
フ
ラ
で
は
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
（
提
供
範
囲

は
限
定
的
）
な
ど
は
回
復
し
て
い
る
、
公
共
交
通
機
関

は
震
災
前
か
ら
な
か
っ
た
。 

① 

医
療
サ
ー
ビ
ス
：
毎
週
火
曜
日
（
終
日
）
、
木
曜
日

（
午
前
）
、
内
科
と
外
科
の
み
。
帰
還
者
の
大
半
が
高

齢
者
で
あ
り
、
歯
科
、
整
形
外
科
、
皮
膚
科
、
眼
科
な

ど
ニ
ー
ズ
が
多
い
が
対
応
で
き
な
い
。 

② 

介
護
サ
ー
ビ
ス
：
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム(

収
容
定

員
１
３
０
名)

は
職
員
不
足
の
た
め
39
名
の
収
容
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
在
宅
介
護
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
ー
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
は
近
隣
自
治
体
に
依
存
。 

③ 

食
料
調
達
：
コ
ン
ビ
ニ
１
件
、
道
の
駅
の
売
店
１

件
、
移
動
販
売
車
が
巡
回
し
て
い
る
。
調
達
出
来
な
い

も
の
は
、
隣
町
の
川
俣
町
、
南
相
馬
市
に
出
向
く
、 

何
れ
も
車
で
片
道
30
～
40
分
を
要
し
、
急
峻
な
坂
道
を

通
る
。 

④ 

飲
食
店
：
道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、
う
ど
ん
屋
、
洋

食
レ
ス
ト
ラ
ン
、
食
堂(

ソ
ー
ル
フ
ー
ド)

。 

⑤ 

郵
便
局
＆
宅
配
：
二
枚
橋
局
、
小
宮
簡
易
郵
便
局
開

設
中
。
宅
配
サ
ー
ビ
ス
は
回
復
。 

⑥ 
交
通
サ
ー
ビ
ス
：
村
内
に
公
共
交
通
機
関
は
無
い
、

福
島
市
～
南
相
馬
市
へ
の
バ
ス
が
一
日
６
往
復
。 

帰

村
者
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
村
で
通
院
、
お
買

い
物
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
。 

 

生
活
物
資
調
達
、
通
院
な
ど
車
が
無
い
と
不
便
な
生
活

を
強
い
ら
れ
る
、
免
許
返
上
に
な
れ
ば
村
で
は
生
活
で

き
な
い
。 

教
育
環
境 

 

村
外
で
開
設
し
て
い
た
仮
設
教
育
施
設
を
２
０
１
８

年
４
月
か
ら
村
内
で
開
始
。
村
内
の
保
育
園
を
認
定
こ

ど
も
園
と
し
新
設
、
村
内
に
三
校
あ
っ
た
小
学
校
と
中

学
校
一
校
を
伊
丹
沢
地
区
（
村
の
中
心
地
）
に
あ
っ
た

中
学
校
を
改
修
し
て
、
小
中
一
貫
校
と
し
て
開
設
し

た
。 

 

２
０
２
３
年
４
月
現
在
の
就
園
・
就
学
人
数 

 

認
定
こ
ど
も
園 

：
33
人
（
村
内
在
住
者
12
人
） 

 

小
中
一
貫
校 

：
82
人
（
村
内
在
住
者
38
人
） 

 
 

認
定
こ
ど
も
園
、
小
中
一
貫
校
で
１
１
５
人
が
就

園
、
就
学
し
て
い
る
。
内
、
村
内
か
ら
50
名
が
通
っ
て

い
る
。
そ
の
他
は
避
難
先
か
ら
の
通
園
、
通
学
。
住
民

登
録
者
中
の
15
才
以
下
は
３
７
４
人
な
の
で
約
70
％
は

避
難
先
（
村
外
）
の
施
設
に
就
園
、
就
学
し
て
い
る
。 

（上）認定こども園 

（下）小中一貫校 

①道の駅 

②飯舘村中心部 

 村役場や老人ホーム、 

 病院がある。 

③飯舘村にあるうどん屋の 

 メニュー 

① ② 

③ 
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５ 

放
射
線
を
測
る  

 

現
在
の
飯
舘
村
は
除
染
土
を
詰
め
た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ

グ
も
中
間
貯
蔵
施
設
に
運
ば
れ
（
道
路
沿
い
の
見
え
る

場
所
は
）
、
原
発
事
故
を
思
わ
せ
る
も
の
は
無
く
、
箱

物
と
言
わ
れ
る
施
設
が
建
設
さ
れ
復
興
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
。 

 

放
射
線
は
人
の
五
感
に
は
一
切
感
じ
な
い
、
そ
れ
ら

測
る
の
が
線
量
計
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
Ｍ
Ｐ
）

だ
。
Ｍ
Ｐ
は
村
内
に
国
（
環
境
省
）
設
置
（
44
基
）
、

県
設
置
（
13
基
）
、
村
設
置
（
90
基
）
あ
わ
せ
て
１
４

７
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

２
０
２
３
年
６
月
１
日
の
１
４
７
基
の
平
均
は
時
間

当
た
り
０
．
３
０
４
µ
Ｓ
ｖ
、
最
小
値
は
０
．
０
８
４

µ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
（
上
飯
樋
地
区
）
、
最
大
値
は
１
．
２
０

３
µ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
（
５
月
１
日
避
難
指
示
解
除
さ
れ
た
長

泥
地
区
）
で
す
。 

 

事
故
前
の
飯
舘
村
の
放
射
線
の
デ
ー
タ
が
な
い
の
で

す
が
、
一
般
的
に
は
０
．
０
４
～
０
．
０
５
µ
Ｓ
ｖ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
私
が
事
故
後
各
地
で
測
定
し
た
値
も

０
．
０
３
６
µ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
（
北
海
道
平
取
町
二
風
谷
）

が
最
低
で
多
く
は
０
．
０
５
µ
Ｓ
ｖ
／
ｈ
程
度
で
、
事

故
前
の
飯
舘
村
も
こ
の
範
囲
だ
っ
た
と
思
う
。 

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
Ｍ
Ｐ
） 

 

Ｍ
Ｐ
は
原
発
や
核
物
質
を
扱
う
施
設
か
ら
の
放
射
能

漏
れ
を
監
視
す
る
装
置
で
、
原
発
や
核
物
質
を
扱
う
施

設
の
敷
地
境
界
に
設
置
さ
れ
で
い
る
。 

 

放
射
線
単
位 

 

村
内
設
置
の
Ｍ
Ｐ
１
４
７
基
の
大
半
はµ

Ｓ
ｖ
（
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
）
で
表
示
し
て
い
る
。
７
Ｓ
ｖ
の
環

境
で
一
時
間
過
ご
す
と
１
０
０
人
中
１
０
０
人
が
死
ぬ

値
。
表
示
単
位
は
Ｇ
ｙ
と
Ｓ
ｖ
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
Ｇ

ｙ
と
Ｓ
ｖ
換
算
１
Ｇ
ｙ = 

０
．
８
Ｓ
ｖ
。 

 

放
射
能
単
位 

 

放
射
線
を
発
す
る
放
射
性
物
質
の
量
を
表
す
単
位
は

Ｂ
ｑ
（
ベ
ク
レ
ル
）
で
、
通
常
１
ｋ
ｇ
当
た
り
で
表
さ

れ
る
。  

①線量計 

②2016年2月の京都大学原子炉実験所（現京都大学複合原子力科学研究所）の正門脇に設置されたMP。 

 表示は32nGy/hとあります、N（ナノ）は10億分の1で0.032µGyです。 

③2023年5月の飯舘村蕨平に国(規制庁) が設置したMP。表示は0.255µGyとあり、255nGyです。  

1Sv 
= 1,000 mSv   

= 1,000,000 µSv  

= 10,000,000,000 nSv 

（ナノシーベルト） 

 

1Bq 
= 1,000 mBq 

（ミリベクレル） 

= 1,000,000 µBq 

（マイクロベクレル） 

= 10,000,000,000 nBq 

（ナノベクレル） 

② ① ③ 
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６ 

終
わ
り
に  

 

飯
舘
村
を
汚
染
し
て
い
る
放
射
性
物
質
は
セ
シ
ウ
ム

１
３
４
、
１
３
７
で
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
の
半
減
期
は

約
２
年
で
、
12
年
を
経
た
現
在
は
セ
シ
ウ
ム
総
量
の

３
％
程
度
ま
で
低
下
し
た
。
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
半
減

期
（
30
年
）
で
減
衰
す
る
の
を
待
つ
し
か
な
い
。
３
０

０
年
を
経
る
と
１
／
１
，
０
０
０
に
な
る
の
を
待
つ
の

み
だ
。 

 

こ
れ
が
原
発
事
故
の
実
像
。 

 

飯
舘
村
設
置
の
Ｍ
Ｐ
の
問
題 

 
Ｍ
Ｐ
の
本
来
の
目
的
は
原
発
や
核
施
設
か
ら
の
新
た

な
放
射
能
漏
れ
を
検
知
す
る
た
め
、
設
置
基
準
と
し
て

周
辺
を
除
染
し
過
去
の
汚
染
を
除
去
す
る
。
飯
舘
村
の

Ｍ
Ｐ
も
そ
の
設
置
基
準
を
適
用
さ
れ
て
い
る
（
あ
る
い

は
設
置
場
所
が
除
染
対
象
の
た
め
）
、
周
辺
の
土
壌
を

入
れ
替
え
が
行
わ
れ
線
量
率
が
下
が
っ
た
値
が
表
示
さ

れ
る
。 

左
上
の
写
真
は
飯
舘
村
深
谷
地
区
の
Ｍ
Ｐ
。 

 

Ｍ
Ｐ
の
値
は
０
．
４
８
µ
Ｓ
ｖ
、
持
参
し
た
線
量
計

（
Ｐ
Ｄ
Ｒ
ー
１
１
１
）
の
値
は
０
．
５
３
µ
Ｓ
ｖ
、
こ

れ
は
機
器
に
よ
る
誤
差
の
範
囲
で
許
さ
れ
る
誤
差
。
10

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
道
路
向
か
い
の
値
０
．
９
５
µ
Ｓ
ｖ

（
除
染
範
囲
）
、
山
頂
（
未
除
染
）
は
１
．
２
６
µ
Ｓ

ｖ
を
示
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
土
壌
の
状
態
を
反
映
し
て
お
り
、
Ｍ
Ｐ
足
下

の
土
壌
は
２
２
１
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
、
道
路
向
か
い
は
約
１

５
，
０
０
０
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
（
本
来
道
路
境
界
か
ら
２
０

メ
ー
ト
ル
は
除
染
対
象
で
Ｍ
Ｐ
足
下
と
同
じ
値
に
な
る

べ
き
で
す
が
、
手
抜
き
除
染
）
、
山
頂
は
約
３
２
，
０

０
０
Ｂ
ｑ
／
ｋ
ｇ
を
示
す
。 

プロフィール 

伊藤 延由 

     （いとう のぶよし） 

1943年 11月生まれ 

2010年 飯舘村の農業研修所 

    「いいたてふぁーむ」の管理人に就く 

    管理人の傍ら、水田2.2ha、畑1.0haを耕作 

2011年 2年目の準備を目前に被災 

       6月末福島市内へ避難 

       11月「飯舘村新天地を求める会」 

    を立ち上げ活動 

山津見神社 

狼信仰で、狛犬ではなく狼が出迎えて

くれます。2013年に火事で拝殿が焼失

しましたが、東京芸術大学の学生に

よって狼の天井絵が復元されました。 
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◆ 報告 ◆ ふくしまの食と安全を知る学習会 

 2023年7月9日（日）に開催された渡邊とみ子さんの講演会に参加させていただ

きました。講演の内容を抜粋して紹介いたします。 

 渡邊さんは飯舘村で「いいたて雪っ娘」というカボチャの生産や販売、六次化

商品開発に取り組んでいらっしゃいます。東日本大震災後は福島市に移り、避難

した女性を支援する「かーちゃんの力プロジェクト」を福島大学小規模自治体研

究所の先生たちと発足。2017年4月の避難指示解除後は飯舘村での農業を再開。

今回の講演会では震災前後～現在に至るまでのお話を伺いました。 

福島の福幸（ふっこう）のために 

（農と交流からの再生） 

私
の
原
点
〜
飯
舘
村
で
の
暮
ら
し
〜 

 

10
年
間
ご
と
の
村
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
振
興
計
画

が
あ
り
ま
す
。
第
４
次
（
平
成
７
〜
16
年
度
）
と
第
５

次
（
平
成
17
〜
26
年
度
）
総
合
振
興
計
画
に
私
は
関
わ

り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
、
第
４

次
は
「
ク
オ
リ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
・
い
い
た
て
」
、
第
５

次
は
「
ま
で
い
ラ
イ
フ
・
い
い
た
て
（
飯
館
流
ス
ロ
ー

ラ
イ
フ
）
」
で
し
た
。
忙
し
く
せ
か
せ
か
生
き
る
よ
り

も
足
元
を
見
つ
め
て
暮
ら
し
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
平
成
元
年
ご
ろ
か
ら
農
繁
期
に
女
性

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
研
修
に
行
く
「
若
妻
の
翼
の
会
（
平

成
元
年
〜
５
年
度
実
施
）
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り

組
み
が
飯
館
で
行
わ
れ
、
女
性
の
登
用
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
義
父
か
ら
「
と
み
子
、
人

は
誰
で
も
一
番
っ
て
も
の
を
持
っ
て
い
る
か
ら
そ
れ
を

活
か
し
て
い
け
。
お
ま
え
は
田
ん
ぼ
や
る
よ
り
は
人
を

使
っ
て
や
る
く
ら
い
に
な
ん
な
き
ゃ
だ
め
だ
。
」
と

言
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
関
わ
っ
た
み
ん
な
が
１
人
１

役
と
し
て
や
っ
て
い
く
体
制
が
良
か
っ
た
の
か
な
と
思

い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の
中
で
菅
野
元
一
さ
ん
と
い
う

方
に
出
会
い
ま
す
。
こ
の
方
は
「
ク
オ
リ
テ
ィ
ラ
イ
フ

顕
彰
事
業
」
の
審
査
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
こ
の

風
景
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
作
り
で
夫
や
私
た
ち
で

や
っ
て
い
ま
し
た
。
素
敵
な
空
間
で
し
た
が
、
原
発
事

故
で
避
難
し
て
全
部
解
体
さ
れ
て
今
は
も
う
草
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

第3回クオリティライフ 

顕彰事業受賞 

イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
じ
ゃ
が
い
も
研
究
会 

 

飯
舘
村
出
身
の
高
校
教
諭
で
あ
る
菅
野
元
一
さ
ん
が

品
種
登
録
し
た
「
イ
ー
タ
テ
ベ
イ
ク
」
と
い
う
じ
ゃ
が

い
も
を
地
域
振
興
の
た
め
に
と
渡
し
て
く
れ
て
、
７
つ

の
新
規
の
作
物
研
究
会
が
で
き
ま
し
た
。
私
も
「
イ
ー

タ
テ
ベ
イ
ク
じ
ゃ
が
い
も
研
究
会
」
に
誘
わ
れ
て
設
立

総
会
に
10
分
ほ
ど
遅
刻
し
た
ら
、
、
あ
と
は
会
長
の
座

だ
け
が
残
っ
て
い
て
そ
こ
が
埋
ま
ら
な
い
と
始
ま
ら
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
軽
い
気
持
ち
で
参
加
し
ま
し
た
。

で
も
、
入
っ
て
み
て
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
だ
と
い
う
こ

と
で
必
死
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

２
年
目

に
な
る
と
設
立
し
た
メ
ン
バ
ー
が
ど
ん
ど
ん
辞
め
て
い

き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
こ
と
の
な

い
私
は
悩
み
ま
し
た
が
、
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
「
会



9 

 

長
、
何
か
を
や
ろ
う
と
す
れ
ば
、
必
ず
誹
謗
中
傷
の
雨

霰
だ
け
ど
、
私
た
ち
の
先
頭
を
引
っ
張
っ
て
走
っ
て
く

れ
。
」
と
言
わ
れ
、
な
ん
と
か
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

育
成
者
の
菅
野
元
一
さ
ん
は
『
現
代
農
業
』
に
何
度

も
載
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
育
種
家
な
の
で
す
が
、
こ

の
方
の
講
演
を
初
め
て
聞
い
た
と
き
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
「
外
は
雪
、
こ
た
つ
に
入
っ
て
嫁
・
姑
の
悪
口

ば
か
り
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
一
円
で
も
お
金
に

な
る
よ
う
な
こ
と
を
考
え
ろ
」
と
。
飯
館
は
寒
い
ん
で

す
。
寒
い
か
ら
っ
て
こ
た
つ
に
入
っ
て
お
茶
飲
ん
で
噂

話
し
て
い
る
の
で
は
な
く
っ
て
一
円
で
も
お
金
を
稼
ぐ

こ
と
を
考
え
ろ
。
そ
し
て
、
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

嘆
い
て
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
て
対
策
を
考
え
ろ
、
と
。
こ

れ
は
私
が
原
発
事
故
で
避
難
し
た
と
き
に
本
当
に
役
に

立
っ
た
教
え
で
す
。
世
界
に
通
用
す
る
じ
ゃ
が
い
も
、

か
ぼ
ち
ゃ
を
飯
舘
村
か
ら
発
信
す
る
と
い
う
先
生
な
の

で
、
目
標
が
高
く
て
私
た
ち
も
大
変
な
の
で
す
が
、
志

を
し
っ
か
り
持
っ
て
一
緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
今
に

至
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
加
工
場
「
ま
で
い
工
房 

美
彩
恋
人
（
び

さ
い
れ
ん
と
）
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
男

性
社
会
の
時
で
、
女
性
が
事
業
を
や
る
こ
と
が
馴
染
ま

な
く
て
色
々
言
わ
れ
ま
し
た
。
「
び
さ
い
れ
ん
と
」
は

メ
ン
バ
ー
の
名
前
か
ら
一
文
字
ず
つ
も
ら
い
ま
し
た
。

「
Ｂ
ｅ 

ｓ
ｉ
ｌ
ｅ
ｎ
ｔ
」=

ち
ょ
っ
と
黙
っ
て
て
、
と

い
う
意
味
も
込
め
て
付
け
ま
し
た
。
当
時
、
お
嫁
さ
ん

た
ち
は
月
２
～
３
万
の
お
小
遣
い
で
生
活
し
て
い
た
の

で
、
出
資
を
し
て
何
か
を
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
。
私

の
夫
が
大
工
だ
っ
た
の
で
、
納
屋
を
改
造
す
る
こ
と
で

加
工
場
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
半
端

じ
ゃ
な
い
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
村
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
支

援
事
業
で
２
０
０
万
円
補
助
し
て
い
た
だ
き
、
６
０
０

万
ほ
ど
借
金
し
て
設
立
し
ま
し
た
。
食
に
関
す
る
こ
と

は
全
く
の
素
人
で
す
ぐ
に
売
れ
る
商
品
な
ん
て
あ
る
わ

け
な
く
、
電
気
料
金
を
払
え
な
い
く
ら
い
大
変
な
時
期

も
あ
り
ま
し
た
。
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
感
覚

で
や
っ
て
い
て
は
本
当
に
ダ
メ
だ
な
と
身
に
沁
み
て
わ

か
り
ま
し
た
。 

目
標
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
険
し
い
道

の
り
だ
け
れ
ど
も
、
一
歩
踏
み
出
さ
な
い
と
ゴ
ー
ル
な

ん
て
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。 

イータテベイク 

の花 

原
発
事
故
〜
全
て
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
〜 

 

設
立
５
年
頃
に
記
念
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、
原
発
事
故
で
飯
舘
村
は
全
村
避
難
に
な
り
ま
し

た
。
合
格
す
れ
ば
種
イ
モ
を
飯
舘
村
か
ら
世
の
中
に
出

せ
る
と
い
う
矢
先
に
原
発
事
故
に
よ
っ
て
飯
舘
村
で
生

産
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
次
の
年
の
12
月
に
お
正
月

飾
り
を
持
っ
て
い
っ
た
と
き
に
、
荒
廃
し
た
風
景
を
目

に
し
て
悔
し
く
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

①原発事故前の工房入り口 

②避難後4カ月の姿 

③2012年12月 

こ
の
姿
を
見
る
た
び
涙
が

溢
れ
て
な
ら
な
い 

① 

② 

③ 
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飯
舘
村
で
の
生
産
は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
種

は
蒔
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
が
私
に
は
あ

り
ま
し
た
。
原
発
事
故
を
理
由
に
辞
め
る
道
を
選
べ
ば

楽
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
菅
野
元
一
先
生
は

私
た
ち
に
、
ど
ち
ら
か
選
ぶ
と
き
に
楽
な
方
を
選
ぶ

な
、
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
も
あ
っ
て
、

私
は
い
い
た
て
雪
っ
娘
を
自
分
の
避
難
先
で
蒔
き
ま
し

た
。
夫
も
私
に
つ
い
て
き
て
、
初
め
て
じ
ゃ
が
い
も
の

種
イ
モ
の
生
産
の
現
場
に
行
き
ま
し
た
。
大
変
な
仕
事

だ
、
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
早
く
起
き
て
現
場
ま
で

行
っ
て
検
査
を
し
て
、
な
ん
と
か
種
イ
モ
と
し
て
合
格

さ
せ
ま
し
た
。
避
難
先
に
住
民
を
呼
ん
で
い
い
た
て

雪
っ
娘
の
収
穫
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。 

①種芋生産の第1期検査 

 ばれいしょ植物防疫補助員の仕事 

②夫の理解が一番の原動力 

③避難先でいいたて雪っ娘を生産 

④避難先でのいいたて雪っ娘を収穫祭 

① ② 

③ ④ 

か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始 

 

収
穫
祭
が
終
わ
っ
た
頃
に
、
地
域
づ
く
り
な
ど
で
交

流
の
あ
っ
た
福
島
大
学
の
千
葉
悦
子
先
生
た
ち
か
ら
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
連
絡
で
「
か
ー
ち
ゃ
ん
の

力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
構
想
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

私
は
当
時
57
歳
で
事
業
を
立
ち
上
げ
た
経
験
は
あ
り

ま
し
た
が
、
ど
う
大
学
と
地
域
と
関
わ
っ
て
い
け
ば
い

い
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
大
変
な
と
き
、

川
内
村
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
凍
大
根
の
煮
物
が

身
体
に
ス
ー
ッ
と
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
い
う
こ
と

を
避
難
し
た
市
町
村
の
か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
と
で
き
た

ら
、
と
い
う
話
を
聞
い
て
前
向
き
に
や
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

避
難
か
ら
約
半
年
後
の
10
月
19
日
に
大
学
の
契
約
職

員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
か
ー

ち
ゃ
ん
た
ち
を
訪
ね
歩
き
、
今
ど
う
し
て
い
る
の
か
話

を
聞
き
ま
し
た
。
常
に
前
向
き
に
働
い
て
い
た
お
母
さ

ん
た
ち
だ
っ
た
の
で
、
仮
設
住
宅
で
支
援
を
受
け
る
だ

け
の
生
活
で
は
な
く
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
と

い
う
思
い
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
秋
頃
だ
っ
た
の
で
、

お
餅
を
つ
い
て
「
結
も
ち 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

 

当
然
、
放
射
性
物
質
の
検
査
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
当
時
、
国
の
基
準
は
１
ｋ
ｇ
当
た
り
５
０
０
Ｂ

ｑ
で
し
た
。
飯
舘
の
名
前
を
出
す
な
ら
と
み
ち
ゃ
ん

（
私
）
の
中
で
安
心
安
全
基
準
を
決
め
な
、
と
言
わ
れ

ま
し
た
が
、
安
心
安
全
基
準
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
基
準
で
は
野
菜
が
４
０
Ｂ
ｑ
だ
と
わ
か
り
、

私
は
半
分
の
２
０
Ｂ
ｑ
を
自
主
基
準
に
し
よ
う
と
決
め

ま
し
た
。
そ
れ
が
皆
さ
ん
に
応
援
、
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
勝
手
に
私
が
決

め
た
基
準
で
、
１
年
間
育
て
た
も
の
が
基
準
以
上
に

な
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
と
本
当
に
綱
渡
り
状
態
で
し

た
。
か
な
り
の
覚
悟
の
上
で
し
た
。
検
査
の
結
果
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
、
１
３
４
と
も
に
当
時
は
２
５
Ｂ
ｑ
以
下

の
Ｎ
Ｄ
で
安
心
し
て
出
荷
で
き
ま
し
た
。 

結もち・プロジェクト 

人と人を結ぶ、地域と地域を結ぶ

という「結」の気持ちからプロ

ジェクト名が決められました。 
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避
難
先
の
地
域
の
方
と
一
緒
に
色
々
な
団
体
の
協
力

で
結
も
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
り
ま
し
た
。
避
難
す
る

と
き
に
餅
つ
き
機
な
ん
て
持
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
の

で
、
餅
を
や
る
と
か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
に
言
う
と
す
ご
く

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
み
ん
な
で
や
れ
て

嬉
し
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
は
初

め
て
の
会
議
の
と
き
自
己
紹
介
を
し
な
が
ら
泣
い
て
い

ま
し
た
。
で
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
や
っ
た
あ
と
は
楽
し

か
っ
た
、
ま
た
や
り
た
い
と
い
う
声
が
上
が
り
ま
し

た
。 

 

私
の
雇
用
契
約
が
切
れ
た
あ
と
、
大
学
の
先
生
が

色
々
と
助
成
金
を
申
請
し
て
か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
12
名
を

雇
用
し
て
く
れ
て
弁
当
づ
く
り
や
漬
物
づ
く
り
が
始
ま

り
ま
し
た
。
放
射
性
物
質
の
検
査
の
た
め
必
ず
１
ｋ
ｇ

は
検
体
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
弁
当
だ
っ
た
ら
毎

日
３
個
は
検
体
と
し
て
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
さ
れ
る
。 

 

か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
は
こ
の
姿
を
見
た
と
き
に
、
あ
ぁ

こ
ん
な
思
い
を
し
て
ま
で
や
り
た
く
な
い
、
と
泣
い
て

い

ま

し

た
。
と

は

い

え
、
私
た
ち
が
自
主
基

準
を
決
め
た
わ
け
で
す

か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
検
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
り

ま
せ
ん
。
当
時
か
ら
私

た
ち
が
決
め
た
２
０
Ｂ
ｑ
以
上
の
も
の
は
出
ま
せ
ん
で

し
た
。
か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
も
た
だ
で
は
お
き
ま
せ
ん
。

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
さ
れ
た
弁
当
を
リ
ベ
ン
ジ
焼
き
、
お

や
き
風
に
し
て
自
分
た
ち
の
ま
か
な
い
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
は
私
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
も
の
を
大
事
に

す
る
、
無
駄
に
し
な
い
精
神
が
か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
に
は

あ
り
ま
し
た
。 

 

避
難
を
し
て
い
る
と
、
い
ろ
ん
な
伝
統
行
事
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
伝
統
行
事
と
と
も
に
伝
統
食
も
あ

り
ま
す
。
埼
玉
県
の
秩
父
農
工
の
子
ど
も
た
ち
が
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
「
ご
は
ん
Ｄ
Ｅ
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
種
を

つ
な
ぐ
、
凍
み
文
化
を
受
け
継
ぎ
た
い
、
と
い
う
ラ
ブ

レ
タ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ

う
、
と
。
子
ど
も
た
ち
は
か
ー
ち
ゃ
ん
た
ち
と
お
弁
当

を
食
べ
る
と
き
、
最
初
は
ス
ポ
ー
ツ
座
り
で
い
た
の
で

す
が
、
だ
ん
だ
ん
正
座
を
し
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。
南

相
馬
で
現
状
を
見
た
と
き
に
ま
だ
船
や
車
が
津
波
で
流

さ
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
よ
う
で
、
あ
る
女
子
生
徒
が
「
先

生
、
こ
こ
に
人
が
い
た
ん
だ
ろ
う
か
ね
。
」
と
泣
い
て

海
の
彼
方
を
見
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
子
た
ち
と
一

緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
す

ご
く
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
彼

ら
た
ち
が
だ
ん
だ
ん
卒
業
し
て
い
っ
て
20
歳
過
ぎ
た
と

き
に
一
緒
に
酒
を
飲
み
ま
し
た
。 

かーちゃん弁当の 

研究発表会 

（2012年5月） 

漬物づくり 

（2012年1月） 

秩父農工生との連携 

阿武隈の凍み文化の継承と 

あぶくまの食の遺産継承 

放射能検査後の 

無残な検体 
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活
動
の
転
換
期
・
避
難
解
除
に
な
り 

 

２
０
１
７
年
３
月
31
日
の
避
難
解
除
を
も
っ
て
、

か
ー
ち
ゃ
ん
の
力
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
卒
業
に
な
り
ま

し
た
。
最
後
の
１
年
は
地
元
に
帰
っ
て
も
自
立
で
き
る

よ
う
に
、
弁
当
を
時
給
制
で
は
な
く
請
負
制
に
し
て

や
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
終
わ
っ
て
か
ら
、
「
い
い
た

て
雪
っ
娘
か
ぼ
ち
ゃ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
の
残
っ

た
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
立
ち
上
げ
て
、
色
々
と
今
の
活

動
を
や
っ
て
い
ま
す
。 

 

と
み
子
さ
ん
は
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
元
気
な
の
？
と

い
つ
も
言
わ
れ
ま
す
。
新
し
い
こ
と
や
目
立
っ
た
こ
と

を
や
れ
ば
必
ず
叩
か
れ
る
。
で
も
、
な
ぜ
自
分
が
こ
こ

に
い
る
の
か
迷
っ
た
と
き
は
必
ず
原
点
に
帰
り
ま
す
。

昔
書
い
て
い
た
ブ
ロ
グ
を
読
み
返
し
て
、
「
そ
う
だ
、

私
は
こ
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
自
分
に
言
い

聞
か
せ
て
や
っ
て
い
ま
す
。
今
は
業
と
し
て
ま
で
い
工

房
の
商
品
が
売
れ
て
自
立
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

汚
染
さ
れ
た
飯
舘
村
の
営
農
再
開
な
ん
て
何
十
年
も

で
き
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
除
染

が
進
む
中
で
肥
料
分
析
や
放
射
性
物
質
の
検
査
な
ど

色
々
し
て
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
種

を
蒔
き
ま
し
た
。
心
配
だ
っ
た
放
射
性
物
質
は
出
る
ま

で
測
っ
て
２
．
０
程
度
で
し
た
。
国
が
定
め
る
の
は
１

０
０
Ｂ
ｑ
で
す
か
ら
問
題
な
く
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
村
に
ち
ゃ
ん
と
届
出
を
出
し
て
出
荷
し
ま

し
た
。
か
ぼ
ち
ゃ
を
や
ろ
う
と
な
っ
た
と
き
に
、
村
の

中
で
３
件
以
上
の
検
体
を
県
の
調
査
に
出
し
て
Ｏ
Ｋ
が

出
れ
ば
出
荷
で
き
る
の
で
す
が
、
私
は
個
人
で
も
検
査

し
て
か
ら
出
荷
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
続
く
ん
だ
ろ

う
と
思
い
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。  

避
難
解
除
・
ま
で
い
工
房
美
彩
恋
人
の
活
動 

 

ま
で
い
工
房
美
彩
恋
人
で
は
３
本
の
柱
を
掲
げ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
伝
え
ま
す
・
広
め
ま
す
・
繋
ぎ
ま

す
、
の
３
つ
で
す
。
「
伝
え
ま
す
」
と
い
う
の
は
、
語

り
部
と
し
て
福
島
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
た
り
、
研
修

の
受
け
入
れ
を
し
て
お
話
を
し
て
福
島
の
今
を
伝
え
る

活
動
で
す
。
伝
統
食
の
中
の
私
の
得
意
料
理
の
一
つ
の

味
噌
じ
ゃ
が
の
作
り
方
を
教
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

福
島
の
じ
ゃ
が
い
も
を
持
っ
て
い
っ
て
検
査
機
で
測
っ

て
安
全
を
確
認
し
て
、
そ
の
伝
統
食
を
み
ん
な
で
一
緒

に
作
り
な
が
ら
語
り
部
を
や
り
ま
し
た
。
商
品
と
し
て

生
産
・
加
工
・
販
売
を
通
し
て
広
め
て
い
ま
す
。
避
難

生
活
で
色
々
な
も
の
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
小
さ
い

子
ど
も
た
ち
に
も
安
全
で
安
心
な
も
の
を
食
べ
て
い
た

だ
き
た
い
。
伝
統
行
事
の
中
で
「
だ
ん
ご
さ
し
」
と
い

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
白
や
赤
、
黄
、
緑
な
ど
の
団
子

を
作
っ
て
、
五
穀
豊
穣
を
願
っ
て
「
み
ず
き
」
と
い
う

木
に
花
を
咲
か
せ
た
よ

う
に
飾
り
ま
す
。
こ
う

し
た
体
験
の
場
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
に
伝
統

行
事
を
繋
い
で
い
く
活

動
も
し
て
い
ま
す
。  

除染は終わっても肥沃な

土は奪われてしまった。 

飯舘村の圃場で作られた

いいたて雪っ娘 

種や種の皮も放射性物質

の検査を行いました。 
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避
難
解
除
・
二
地
域
居
住
の
課
題
解
決
に
向
け
て 

 
今
は
二
地
域
居
住
で
、
福
島
市
と
飯
舘
村
を
行
っ
た

り
来
た
り
し
て
い
ま
す
。
夫
は
67
歳
で
５
年
前
に
亡
く

な
り
ま
し
た
。
震
災
前
か
ら
夫
と
同
じ
夢
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
農
泊
を
や
り
た
い
な
と
い
う
こ
と
で
そ
れ
に

向
か
っ
て
今
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
が
で
き

れ
ば
夫
と
の
夢
は
１
つ
達
成
で
き
る
か
な
と
。 

食
と
農
の
交
流
か
ら
の
再
生
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん

と
こ
う
し
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
少
し
ご

理
解
を
い
た
だ
け
た
と
し
て
も
、
や
は
り
福
島
に
来
て

い
た
だ
く
に
ま
さ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

飯
舘
村
の
星
は
す
ご
く
き
れ
い
な
ん
で
す
。
満
天
の

星
の
下
で
線
香
花
火
を
や
っ
て
、
本
当
に
田
舎
暮
ら
し

は
素
敵
だ
な
と
思
え
る
空
間
が
飯
舘
村
に
は
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
機
会
が
あ
っ
た
ら
皆
さ
ん
も
福
島
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
夜
に
は
皆
さ
ん
お
楽
し
み

の
、
居
酒
屋
と
み
ち
ゃ
ん
が
開
店
し
ま
す
。
私
の
手
作

り
料
理
や
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
も
の
で
交
流
し
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
交
流
を
地
元
に
き
て
自
分
た
ち
で
感

じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
う
し
た
交
流
が
ず
っ
と
続
い

て
い
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
も

の
で
は
な
く
心
の
復
興
と
自
立
へ
の
道
が
と
て
も
重
要

だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

辛
か
っ
た
時
、
現
場
か
ら
学
ん
だ
こ
と
と
し
て
、
２

０
１
１
年
に
小
さ
な
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
元
一
先
生
は

避
難
す
る
と
き
に
本
命
の
種
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
必
ず
予
備
の
予
備
ま
で
取
っ
て
お
く
先
生
な
の

で
、
そ
の
予
備
で
な
ん
と
か
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
と
き
、
あ
ん
な
大
変
な
と
こ
ろ
で
芽
を
出
し

て
く
れ
た
雪
っ
娘
を
見
て
私
も
泣
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
本
当
に
辛
か
っ
た
ん
で
す
ね
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
て
。
で
も
雪
っ
娘
を
見
て
い
た
ら
、
自
分
が
へ
こ

た
れ
ち
ゃ
い
け
な
い
な
、
諦
め
ち
ゃ
ダ
メ
だ
な
と
。
そ

ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
私
が
書
い
た
詩
で
す
。 

 

最
後
に
、
私
の
持
論
と
し
て
全
て
の
答
え
は
現
場
に

あ
り
ま
す
。
何
か
を
や
ろ
う
と
す
れ
ば
困
難
に
ぶ
つ
か

る
事
も
あ
る
。
何
も
や
ら
な
け
れ
ば
何
も
残
ら
な
い

し
、
何
の
成
長
も
な
い
。
と
か
く
や
ら
な
い
人
程
、
理

由
付
け
を
す
る
。
私
は
夫
と
姑
の
在
宅
介
護
・
在
宅
看

取
り
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
し
て
自
分
の
考

え
も
変
わ
っ
て
く
る
。
自
分
の
都
合
で
や
る
の
で
は
な

く
、
お
客
さ
ん
の
方
を
見
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
歳

を
と
る
と
色
々
な
経
験
が
あ
っ
て
色
々
な
学
び
が
あ
っ

た
な
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
撒
か
な
い
種
に
は
芽
も

で
な
い
し
、
実
も
な
ら
な
い
。 

 

あ
の
と
き
、
原
発
事
故
を
理
由
に
や
ら
な
い
選
択
肢

を
選
ぶ
こ
と
は
楽
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

ち
ゃ
ん
と
種
を
蒔
い
た
か
ら
種
が
つ
な
が
っ
て
今
が
あ

る
。
未
来
を
見
て
対
策
を
考
え
て
生
き
て
き
た
、
仲
間

と
一
緒
に
歴
史
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
元
一
先
生
が
よ

く
言
っ
て
い
た
か
け
て
き
た
時
間
は
誰
に
も
取
り
返
せ

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
。
伊
達
市
の
名
誉
町
民
第

１
号
の
大
石
さ
ん
の
言
葉
で
す
。
「
凡
人
が
賢
く
生
き

る
唯
一
の
方
法
は
一
つ
の
こ
と
を
諦
め
な
い
で
継
続
し

て
や
っ
て
い
く
こ
と
」
ま
さ
に
諦
め
な
い
で
継
続
し
て

や
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
種
が
つ
な
が
っ
て
今
こ
う
し
て

皆
さ
ん
と
も
お
会
い
で
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。  
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私
が
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｃ
Ｍ
Ｎ
）
の
活
動
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
来

年
（
２
０
２
４
年
）
秋
で
十
年
目
を
迎
え
ま
す
。
２
０

１
１
年
に
語
学
留
学
に
来
て
か
ら
在
住
す
る
ミ
ン
ス
ク

（
現
在
は
大
学
院
課
程
を
修
了
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
部
で
準
博
士
号
論
文
執
筆
中
）
で
、
２
０
１
３
年
に

訪
ベ
ラ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
来
て
い
た
川
原
秀
之
事
務

局
長
と
知
り
合
う
機
会
が
あ
り
、
翌
２
０
１
４
年
の
現

地
医
療
支
援
活
動
に
第
二
通
訳
（
山
田
英
雄
医
療
顧
問

の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
と
し
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

田中仁の連載コラム ミンスクの一日 

夏だより チェルノブイリ医療支援ネットワークとの十年（前編） 

外観の美しさで有名なブレスト・ターミナル駅（冬に撮影）  

 

２
０
１
４
年
の
９
月
21
日
、
ブ
レ
ス
ト
（
市
）
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
で
訪
ベ
ラ
の
メ
ン
バ
ー
を
迎
え
て
私
の
Ｃ
Ｍ

Ｎ
に
お
け
る
活
動
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
列
車
か
ら

降
り
て
く
る
参
加
者
に
は
、
日
本
医
科
大
学
名
誉
教
授

の
清
水
一
雄
医
師
と
助
手
と
し
て
同
行
し
て
い
た
産
婦

人
科
医
の
高
橋
恵
理
佳
さ
ん
、
村
瀬
幸
宏
臨
床
検
査
技

師
、
河
上
雅
夫
（
当
時
）
理
事
長
、
そ
し
て
山
田
英
雄

（
医
療
専
門
）
通
訳
が
い
ま
し
た
。
ま
ず<

イ
ン
ツ
ー
リ

ス
ト>

ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
て
、
隣
接
す
る<

ツ

ム>

デ
パ
ー
ト
で
の
買
い
物
（
山
田
さ
ん
と
お
土
産
を
吟

味
し
て
選
び
）
や
三
角
屋
根
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
昼
食

（
注
文
し
た
牛
肉
ス
テ
ー
キ
の
量
が
あ
ま
り
に
大
き

か
っ
た
の
で
、
二
～
三
人
で
分
け
て
苦
笑
い
し
な
が
ら

口
に
し
ま
し
た
が
、
そ
の
美
味
し
さ
に
以
後
行
き
つ
け

の
飲
食
店
と
な
り
ま
す
）
を
一
緒
に
し
た
り
、
市
内
に

あ
る
茶
道
教
室
（
地
元
の
友
人
が
主
催
し
た
お
茶
会
に

招
待
し
て
く
れ
ま
し
た
）
に
行
く
な
ど
し
て
皆
さ
ん
と

打
ち
解
け
て
い
き
ま
し
た
。 

 

翌
日
か
ら
は
ブ
レ
ス
ト
州
立
内
分
泌
診
療
所
を
訪
問

し
て
、
Ｃ
Ｍ
Ｎ
と
長
い
付
き
合
い
の
ア
ル
ツ
ー
ル
・
グ

リ
ゴ
ロ
ー
ヴ
ィ
ッ
チ
院
長
や
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
シ
ヴ
ダ

医
師
と
と
も
に
本
格
的
な
医
療
支
援
活
動
の
開
始
で

す
。
ア
ル
ツ
ー
ル
院
長
は
患
者
さ
ん
へ
の
診
察
や
治
療

（
上
）
写
真
右
か
ら
ア
ル
ツ
ー
ル
さ
ん
、
村
瀬
先
生
、 

 
 
 

左
端
が
清
水
先
生 

（
下
）
写
真
左
か
ら
河
上
さ
ん
、
ア
ル
ツ
ー
ル
さ
ん
、 

 
 
 

ヴ
ァ
ロ
ー
ジ
ャ
さ
ん  
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の
施
し
、
医
学
研
究
・
学
会
発
表
に
務
め
、
地
域
・
国

内
外
の
医
療
連
携
推
進
に
も
取
り
組
む
な
ど
大
忙
し
で

す
が
、
私
達
が
来
る
時
は
必
ず
優
先
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
調
整
し
て
く
れ
ま
す
。
通
称
ヴ
ァ
ロ
ー
ジ
ャ
先
生

こ
と
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
医
師
は
、
移
動
検
診
車
で
ブ
レ
ス

ト
州
の
各
地
区
を
ま
わ
り
、
多
く
の
住
人
の
診
察
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
人
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
力
も
あ

り
、
ブ
レ
ス
ト
州
で
は
甲
状
腺
疾
患
の
早
期
発
見
率
が

上
が
り
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
が

確
立
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
「
こ
れ
も
、
Ｃ
Ｍ
Ｎ
か
ら

提
供
し
て
も
ら
っ
た
医
療
機
器
、
日
本
へ
の
医
学
研
修

や
訪
ベ
ラ
時
の
日
本
人
医
師
と
の
意
見
交
換
や
診
療
・

手
術
の
実
践
指
導
の
お
か
げ
で
す
！
」
と
感
謝
を
忘
れ

ま
せ
ん
。 

 

ブ
レ
ス
ト
内
分
泌
診
療
所
で
は
主
に
村
瀬
先
生
が
行

う
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
の
顕
微
鏡
検
査
に
付
き
添
い
通
訳
、

そ
れ
か
ら
河
上
さ
ん
、
高
橋
さ
ん
と
検
診
に
訪
れ
た
患

者
さ
ん
達
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
訪
ベ
ラ
で
の
メ
イ
ン
と
も
い
え
る
活
動
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
す
。
清
水
先
生
が
執
刀
す
る
甲
状
腺
内
視

鏡
手
術
を
（
こ
の
訪
問
時
に
）
受
け
る
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ

さ
ん
（
30
歳
・
女
性
）
が
診
察
に
来
ま
し
た
。
緊
張
し

（右上）顕微鏡検査の説明 

（左上）診察に訪れた方（写真中央） 

     へのインタビュー 

（左下）内視鏡手術を受ける 

     スペトラーナさん  

サーカス場の前で 

（写真中央に清水先生、その右横が 

村津先生、左横は高橋さん）  

た
面
持
ち
の
彼
女
を
清
水
先
生
の
落
ち
着
い
た
詳
細
説

明
、
山
田
さ
ん
の
的
確
な
表
現
（
通
訳
）
で
安
心
さ
せ

ま
す
。
後
日
、
手
術
を
終
え
た
ば
か
り
の
ス
ベ
ト
ラ
ー

ナ
さ
ん
は
、
見
舞
い
に
来
た
私
達
を
笑
顔
で
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
清
水
先
生
は
術
後
に
、
責
任
と
誠
意
を

持
っ
て
患
者
さ
ん
の
心
身
の
経
過
状
態
を
診
る
こ
と
も

大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
術
の
特
徴
は
、
切
開

の
傷
跡
が
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
（
若
い
女
性
に
と
っ
て
は

と
く
に
大
事
な
こ
と
で
す
）
、
声
も
術
後
す
ぐ
出
せ
て

入
院
も
数
日
で
済
む
こ
と
で
す
。
こ
の
技
術
を
現
地
の

医
師
達
へ
直
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
実
践
的
な
【
医

療
】
支
援
と
い
う
の
を
初
め
て
知
っ
た
思
い
で
し
た
。 

 

ブ
レ
ス
ト
か
ら
首
都
ミ
ン
ス
ク
に
戻
っ
た
皆
さ
ん

が
、
大
使
館
、
赤
十
字
、
（
清
水
先
生
の
内
視
鏡
手
術

に
お
け
る
名
誉
医
学
博
士
号
の
授
与
式
が
行
わ
れ
た
）

医
学
再
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
の
訪
問
を
終
え
た
あ
と
再
び

合
流
し
て
、
残
り
の
自
由
時
間
で
町
の
観
光
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
友
達
（
当
時
歴
史
学
科
に
通
う
大

学
生
と
大
学
院
生
の
男
の
子
ふ
た
り
）
に
も
手
伝
っ
て

も
ら
い
、
サ
ー
カ
ス
を
見
に
行
っ
て
か
ら
美
し
い
風
景

の
場
所
を
散
策
し
な
が
ら
お
土
産
屋
や
郷
土
料
理
の
店

に
寄
り
ま
し
た
。
現
地
に
住
む
若
者
と
の
交
流
で
お
互

い
の
文
化
を
よ
り
深
く
知
る
機
会
に
喜
ん
で
も
ら
え
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
う
し
て
、
初
め
て
の
訪
ベ
ラ
通



16 

 

訳
業
務
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
医
療
現
場
で
頼
り
っ
ぱ

な
し
だ
っ
た
大
先
輩
の
山
田
さ
ん
か
ら
別
れ
際
に
「
お

う
、
あ
り
が
と
う
な
ぁ
！
し
っ
か
り
、
が
ん
ば
っ
て
い

け
や
！
」
と
広
島
弁
で
ね
ぎ
ら
い
の
声
を
か
け
て
も
ら

い
、
ま
た
こ
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
こ
の
支
援
活
動
を

と
も
に
し
た
い
気
持
ち
が
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
。 

 

２
０
１
６
年
１
月
、
訪
ベ
ラ
中
の
山
田
さ
ん
か
ら
連

絡
が
入
り
、
そ
の
時
ミ
ン
ス
ク
の
教
育
大
学
で
原
発
被

災
者
心
理
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
獨
協
医
科
大

学
准
教
授
の
木
村
真
三
先
生
と
心
理
学
専
攻
教
員
の

リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
・
ウ
ク
ラ
イ
ン
カ
さ
ん
と
引
き
合
わ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
さ
ん
は
15
歳
の
時
に
受
け
た
甲
状
腺

全
摘
手
術
後
に
頸
部
と
心
に
傷
を
負
っ
た
経
験
か
ら
心

理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
優

し
い
笑
顔
の
な
か
に
垣
間
見
え
る
少
し
悲
し
げ
な
眼
差

し
、
何
か
深
い
人
生
経
験
を
積
ん
で
き
た
方
だ
と
い
う

の
が
第
一
印
象
で
し
た
。
実
際
は
動
物
・
自
然
・
ス

ポ
ー
ツ
が
大
好
き
な
多
趣
味
な
女
性
で
、
ひ
と
り
娘
の

ア
ン
ナ
ち
ゃ
ん
（
当
時
11
歳
）
を
可
愛
が
る
明
る
い
お

母
さ
ん
で
も
あ
り
ま
す
。
山
田
さ
ん
の
こ
と
は
実
の
父

の
よ
う
に
慕
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

木
村
先
生
は
国
際
疫
学
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
り
、

様
々
な
分
野
の
知
識
が
実
に
豊
富
で
子
供
か
ら
大
人
ま

で
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層
・
国
籍
の
人
と
ど
ん
な
話
題
で

も
話
せ
ま
す
。
現
場
主
義
で
そ
こ
に
住
む
人
々
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
お
り
、
あ
る
程
度

の
現
地
語
も
勉
強
さ
れ
て
分
か
る
の
で
、
先
生
の
前
で

は
大
ざ
っ
ぱ
な
通
訳
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
時
に
口
に

さ
れ
て
い
た
、
今
の
医
療
支
援
活
動
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
『
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
』
（
Ｃ
Ｍ
Ｎ

の
皆
さ
ん
が
築
き
上
げ
て
き
た
現
地
で
の
信
頼
関
係
）

の
大
切
さ
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

２
０
１
６
年
４
月
の
訪
ベ
ラ
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
（
１
９
８
６
年
４
月
26
日
）
後
30
年
に
合
わ

せ
た
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
清
水
先
生
、

木
村
先
生
、
渡
曾
泰
彦
先
生
（
日
本
医
科
大
学
付
属
病

院
臨
床
検
査
技
師
の
先
生
で
す
が
、
本
を
持
参
し
て
現

地
の
言
葉
も
学
ぼ
う
と
し
て
い
ま
し
た
）
、
山
田
さ
ん

と
河
上
さ
ん
、
そ
れ
に
福
岡
放
送
Ｆ
Ｂ
Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ

さ
ん
二
人
（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
カ
メ
ラ
マ
ン
）
が
番
組

制
作
の
た
め
同
行
し
ま
し
た
。
私
は
Ｆ
Ｂ
Ｓ
取
材
班
の

通
訳
と
し
て
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
皆
さ
ん

が
ミ
ン
ス
ク
に
到
着
し
て
か
ら
、
帰
国
の
途
に
就
く
ま

で
フ
ル
で
行
動
を
と
も
に
し
ま
し
た
。 

 

ブ
レ
ス
ト
出
発
前
に
、
Ｆ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
と
ミ
ン
ス
ク

中
心
部
に
建
つ
カ
ト
リ
ッ
ク
の<

聖
シ
モ
ン
・
聖
エ
レ
ー

ナ
教
会>

を
撮
影
し
ま
し
た
。
教
会
の
敷
地
内
に
は
長
崎

の
浦
上
天
主
堂
か
ら
贈
ら
れ
た<

長
崎
の
鐘>

が
あ
り
、

そ
の
下
に
は
原
爆
被
害
に
遭
っ
た
広
島
と
長
崎
、
原
発

事
故
の
起
き
た
福
島
の
土
が
入
っ
た
カ
プ
セ
ル
が
埋
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
放
射
能
汚
染
の
悲
劇
が
繰

り
返
さ
な
い
よ
う
に
恒
久
平
和
を
願
う
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に<

長
崎
の
鐘>

が
設
置
さ
れ
た

２
０
０
０
年
に
は
、
浦
上
天
主
堂
の<

被
爆
マ
リ
ア
像>

も
巡
礼
す
る
な
ど
日
本
と
ゆ
か
り
あ
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
を
訪
れ
て
い
た
方
々
に
、
間
も
な
く
発

生
か
ら
30
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ

聖シモン・聖エレーナ教会とその

敷地内にある長崎の鐘（写真右）  
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イ
リ
原
発
事
故
に
つ
い
て
話
を
き
き
ま
し
た
。
深
刻
な

顔
で
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
語
っ
て
い
る
う

ち
に
泣
き
崩
れ
て
し
ま
う
年
配
の
女
性
の
方
も
い
ま
し

た
。
思
い
出
す
の
も
つ
ら
い
歴
史
的
惨
事
だ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
て
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
悲
劇
が
起
き
な

い
よ
う
切
に
祈
る
気
持
ち
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。 

 

ブ
レ
ス
ト
で
は
先
ず
州
立
病
院
を
訪
れ
、
清
水
先
生

執
刀
の
甲
状
腺
内
視
鏡
手
術
を
受
け
る
エ
レ
ー
ナ
さ
ん

（
31
歳
・
女
性
）
の
診
察
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
今
回
は

Ｆ
Ｂ
Ｓ
の
撮
影
班
と
と
も
に
オ
ペ
に
立
ち
会
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
人
生
で
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。
首
と

胸
の
間
ぐ
ら
い
に
小
さ
く
切
開
し
た
箇
所
か
ら
小
型
カ

メ
ラ
の
付
い
た
細
い
チ
ュ
ー
ブ
の
よ
う
な
ス
コ
ー
プ
を

入
れ
て
、
体
内
を
映
し
出
し
た
ス
ク
リ
ー
ン
画
面
を
見

な
が
ら
慎
重
に
腫
瘍
を
切
除
し
て
い
き
ま
す
。
途
中
、

甲
状
腺
の
そ
ば
に
あ
る
声
帯
神
経
な
ど
を
切
ら
な
い
よ

う
気
を
つ
け
な
が
ら
腫
瘍
摘
出
手
術
を
行
い
ま
す
。
清

水
先
生
は
助
手
と
し
て
参
加
し
た
イ
ー
ゴ
リ
・
ラ
ジ
エ

フ
ス
キ
ー
第
一
外
科
棟
主
任
（
清
水
先
生
の
教
え
を
受

け
現
地
で
は
甲
状
腺
内
視
鏡
手
術
の
第
一
人
者
と
な

る
）
に
技
術
的
な
こ
と
を
丁
寧
に
指
導
し
な
が
ら
摘
出

術
を
完
遂
し
て
い
き
ま
す
。
約
２
時
間
続
い
た
手
術

中
、
こ
の
師
弟
間
の
会
話
は
万
国
共
通
の
医
療
英
語

と
、
自
身
も
医
学
専
門
知
識
に
長
け
る
山
田
さ
ん
の
通

訳
で
成
立
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
活
動
に
お
け
る
医
療

通
訳
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。 

 

ブ
レ
ス
ト
内
分
泌
診
療
所
に
行
く
と
、
日
本
か
ら
の

訪
ベ
ラ
・
メ
ン
バ
ー
と
ア
ル
ツ
ー
ル
院
長
を
大
勢
の
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
が
囲
み
取
材
を
し
ま
し
た
。
こ
の
医
療

提
携
・
協
力
活
動
に
対
す
る
現
地
で
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
の
中
に
は
、
自
分

が
過
去
に
受
け
た
甲
状
腺
手
術
跡
を
見
せ
な
が
ら
涙
す

る
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
も
い
て
、
心
を
打
た
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
清
水
先
生
が
内
視
鏡
手
術
を

し
た
二
人
の
女
性
が
挨
拶
と
経
過
報
告
に
訪
ね
て
き
ま

し
た
。
ひ
と
り
は
２
０
０
７
年
に
日
本
医
科
大
学
で
手

術
を
受
け
た
ア
リ
ョ
ー
ー
シ
ャ
さ
ん
で
す
。
術
後
に
結

婚
・
出
産
し
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
る
彼
女
の
経
験
は
、

甲
状
腺
疾
患
の
あ
る
若
い
世
代
の
人
達
の
不
安
を
取
り

除
く
希
望
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
も
愛
す
る
家
族

（
夫
と
幼
い
息
子
）
と
清
水
先
生
に
会
い
に
来
ま
し

た
。
も
う
ひ
と
り
の
訪
問
者
は
、
私
が
初
め
て
参
加
さ

せ
て
も
ら
っ
た
訪
ベ
ラ
時
（
２
０
１
４
年
９
月
）
に
手

術
を
受
け
た
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
さ
ん
で
し
た
が
、
あ
ま
り

の
明
る
い
変
わ
り
よ
う
に
誰
も
す
ぐ
に
は
気
づ
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
彼
女
の
と
て
も
晴
れ
や
か
に
な
っ
た
表

情
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
、
色
鮮
や
か
な
着
こ
な
し

清水先生を訪ねてきたアリョーシャさん

（息子さんと）  
（上）内視鏡手術中  

（下）イーゴリ医師に技術 

   指導する清水先生  

（上）エレーナさん 

（下）スペトラーナさん  
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        田中仁（たなかひとし） 

ベラルーシ国立大学在学中から、フリーランス

のジャーナリスト、通訳として国内外の新聞や

雑誌で活躍中。ミンスク在住。 

は
、
傷
跡
が
目
立
た
な
く
健
康
生
活
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
内
視
鏡
手
術
の
メ
リ
ッ
ト
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
か
げ
で
容
姿
も
心
も
明
る
く
美
し
く
ビ
フ
ォ
ー/

ア
フ
タ
ー
で
き
た
と
い
う
彼
女
は
、
清
水
先
生
に
そ
の

嬉
し
い
気
持
ち
と
感
謝
を
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で
伝
え

て
い
ま
し
た
。 

 

ブ
レ
ス
ト
訪
問
後
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
30
周
年

国
際
会
議
が
行
わ
れ
る
ゴ
メ
リ
市
の
国
立
放
射
線
医
学

環
境
セ
ン
タ
ー
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
そ
の
会
議

で
は
、
生
涯
許
容
被
爆
線
量
を
決
定
し
た
方
を
は
じ
め

著
名
な
学
者
達
と
と
も
に
清
水
先
生
が
《
現
地
に
お
け

る
甲
状
腺
内
視
鏡
手
術
に
つ
い
て
》
を
、
木
村
先
生
が

《
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
測
定
の
報
告
》

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。
私
は
聴
衆
席
に
座
っ

て
、
隣
に
い
た
Ｆ
Ｂ
Ｓ
の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
各
発
表
の

内
容
を
伝
え
て
い
ま
し
た
が
、
内
容
が
か
な
り
専
門
的

で
正
確
に
全
て
訳
す
こ
と
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
苦
い

経
験
で
し
た
（
後
で
山
田
さ
ん
に
確
認
し
て
講
演
内
容

の
詳
細
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
）
。
清
水
先
生
の
英

語
で
の
講
演
を
伝
え
た
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
若
い
通
訳
さ

ん
と
木
村
先
生
の
報
告
を
訳
し
た
山
田
さ
ん
の
遂
次
通

訳
術
を
学
び
な
が
ら
、
使
う
言
語
だ
け
で
な
く
訳
す
話

の
内
容
に
沿
っ
た
分
野
の
知
識
も
（
こ
の
場
合
は
医
学

に
関
す
る
）
勉
強
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

ミ
ン
ス
ク
に
戻
り
、
赤
十
字
社
に
今
回
の
活
動
報
告

に
行
き
ま
し
た
。
こ
こ
も
自
分
に
と
っ
て
は
初
め
て
の

訪
問
場
所
で
、
双
方
の
話
し
合
い
・
意
見
交
換
を
訳
し

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
、
こ
の
赤
十
字
社
と
Ｃ

国立放射線医学教育センター 

赤十字社でのディスカッション 

（向こう側の列左から度會先生、 

清水先生、河上さん）  

Ｍ
Ｎ
と
の
信
頼
・
協
力
関
係
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
90
年
代
、
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

多
く
の
現
地
関
係
機
関
と
こ
こ
ま
で
提
携
を
発
展
さ
せ

て
き
た
Ｃ
Ｍ
Ｎ
創
成
期
メ
ン
バ
ー
の
山
田
さ
ん
と
河
上

さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
こ
の
団
体
の
功
績
に
は
大
き
な

リ
ス
ペ
ク
ト
の
気
持
ち
を
持
っ
て
い
ま
す
。
次
回
こ
の

メ
ン
バ
ー
と
会
う
ま
で
に
は
も
っ
と
語
学
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
専
門
知
識
を
豊
富
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で

皆
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
ろ
う
と
決
め
た
二
回

目
の
訪
ベ
ラ
同
行
で
し
た
。 

清水先生の演説  

紙面の都合上紹介できなかったコラムは 

団体ウェブサイトにて 

公開しています。 

ぜひご覧ください。 
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≪ これまでにお寄せいただいた寄付額 ≫ 

円（ 名） 

読み終えた本やCDなどで募金ができる「リサイクル募金きしゃぽん」

を通じて、たくさんのご寄付をお寄せいただいております。 

誠にありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたします！ 

本 CD DVD ゲーム 貴金属 ブランド品 

あなたのご自宅や職場に眠るお宝が 

チェルノブイリ支援につながります 

その他、懐かしのおもちゃ、ブリキ玩具（昭和40年代以前の

もの）、フィギュア、プラモデル、鉄道模型、洋酒、テレホン

カード、商品券、切手、ハガキ、年賀状、カメラレンズ、模

型、絵画、万年筆など… 

ご支援・ご協力をありがとうございます！ 

◆2017年～2020年 ８１０,１４７円 (２９０名) 

◆2021年 292,268円 （80名） 

◆2022年 135,740円 （44名） 

◆2023年1月～７月 ２９,００８円 （２５名） 

開催予告 開催予告 

福島県二本松市で有機農業に取り組んでいらっしゃる菅野正寿さんをお

招きし、対面方式での講演会を開催します。 

内容は現在検討中ですが、震災から現在に至るまでのお話や、世界一厳

しいといわれる福島県農産物の安全基準などについて講演していただく

予定です。 

詳細が決定次第団体ウェブサイトやSNSでお知らせいたします。 

予約は不要ですが、人数把握のため参加希望の方は事務局までご連絡い

ただけると助かります。 

＊菅野さんの寄稿文はこちら →→ 

（通信127号にも掲載されています。） 

食品の安全・安心に関する講演会を開催します。 

場所 

2023年11月19日（日）  

 １０：００～１２：００ 

堅粕公民館 

 （福岡市博多区博多駅東1丁目8-2） 

無料 

日時 

参加費 



  

 

●
口
座
受
付
寄
付 

石
川
睦
枝 

伊
藤
達
郎 

岡
本
孝
二 

小
野
直
子 

川
﨑
清
美 

国
沢

多
恵
子 

髙
嶋
幸
雄 

髙
橋
武
三
田
中
直
子 

佃
あ
け
み 

中
村
幸
枝 

少
年
少
女
み
な
み
久
保
山
菜
摘
久
保
山
千
可
子 

引
田
良
子 

古
本

募
金
き
し
ゃ
ぽ
ん
（運
営
：嵯
峨
野
株
式
会
社
） 

水
落
剛 

村
上
和
代 

諸
隈
啓
子 

山
田
秀
子 

和
田
伸
夫 

 

［都
道
府
県
別
］ 

【 

東
京
都 

】 

２
名 

【 

千
葉
県 

】 

１
名 

【 

栃
木
県 

】  
 

１
名 

【 

富
山
県 

】 

１
名 

【 

石
川
県 

】 

１
名 

【 

静
岡
県 

】  
 

１
名 

 

【 

愛
知
県 

】 

１
名 

【 

兵
庫
県 

】 

１
名 

【 

鳥
取
県 

】  
 

１
名 

 

【 

島
根
県 

】 

２
名 

【 

広
島
県 

】 

１
名 

【 

山
口
県 

】  
 

２
名 

 

【 

愛
媛
県 

】 

４
名 

【 

福
岡
県 

】 

16
名 

【 

佐
賀
県 

】   

２
名 

 

【 

熊
本
県 

】 

１
名 

【 

大
分
県 

】 

３
名 

【 

鹿
児
島
県 

】 

１
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

計
44
名
（匿
名
含
む
） 

●
月
々
の
定
額
寄
付
（マ
ン
ス
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
の
皆
さ
ま
） 

相
羽
美
香
子 

礒
道
綾
子 

一
瀬
和
美 

伊
藤
利
恵 

稲
田
照
子 

井

上
礼
子 

内
野
千
鶴
子 

江
原
健
一 

延
壽
富
美 

大
麻
卓
子 

大
久

保
仲
子 

大
崎
知
恵 

太
田
昌
子 

大
場
満 

小
黒
慈
子 

落
石
久
子 

片
山
富
美
子 

金
山
涼
子 

紙
森
優
子 

亀
川
早
苗 

河
上
雅
夫 

川

崎
君
子 

川
尻
愛
子 

木
村
雅
子 

倉
掛
大
輔 

古
賀
輝
洋 

古
賀
尚

子 

財
津
耐
代
子 

財
津
悠
子 

斉
藤
美
代
子 

阪
口
香
奈
子 

佐
々

野
也
依 

佐
藤
一
江 

佐
藤
進
一 

佐
藤
照
子 

白
浜
千
恵
子 

末
永

浩
子 

首
藤
展
子 

高
山
知
佐
子 

竹
田
恵
子 

武
田
孝
子 

田
中
京

子 

珍
部
千
鳥 

土
持
秀
男
・由
利
子
・朱
加 

綱
脇
牧
子 

富
永
隆
史 

鳥
井
原
桐
子 

鳥
原
良
子 

永
尾
ゆ
か
り 

中
島
幸
代 

中
島
ま
ゆ
み 

永
野
沙
智
子 

西
首
延
子 

納
富
育
代 

深
川
哲
臣 

福
井
初
子 

福

本
勍
子 

藤
本
孝
子 

渕
田
三
輝 

古
川
恵
子 

松
尾
智
恵
子 

松
木

幸
美 

松
永
庸
子 

丸
山
子
よ
り 

水
本
敬
子 

三
野
桂
子 

宮
野
義

治 

村
西
美
由
紀 

室
屋
芳
乃 

山
下
澄
子 

山
中
陽
子 

山
本
亮
輔 

吉
田
美
抄
子 

渡
邉
久
美
子  

  

計
１
０
８
名
（匿
名
含
む
） 

  

貴
重
な
ご
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
よ
り
お
預
か
り
し
た
ご
寄
付
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
被
災
者
医
療
支

援
、
福
祉
工
房
の
ぞ
み
21
支
援
、
東
日
本
震
災
被
災
者
支
援
、
事
務

費
用
等
に
あ
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

※
通
信
へ
の
お
名
前
掲
載
を
ご
承
諾
い
た
だ
い
た
方
の
み
、
ご
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。 

地球にやさしい再生紙と大豆インクを使用しています 

５
，
１
２
６
，
０
５
５
円  

５
，
０
８
１
，
０
５
５
円 

２
，
０
０
０
円 

０
円 

２
４
，
０
０
０
円 

１
９
，
０
０
０
円 

 

合
計  

＊
活
動
支
援
金 

＊
の
ぞ
み
21
カ
ン
パ 

＊
雪
だ
る
ま
３
号
カ
ン
パ 

＊
東
日
本
支
援
カ
ン
パ 

＊
お
ま
か
せ
カ
ン
パ 

 

（２
０
２
３
年
５
月
～
２
０
２
３
年
７
月
分
の
寄
付
内
訳
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

た
く
さ
ん
の
ご
支
援
を 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

11
月
に
数
年
ぶ
り
と
な
る
対
面
方
式
で
の
講
演
会

の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。
有
意
義
な
時
間
と
な

る
よ
う
に
し
っ
か
り
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（Ｋ
・
Ｔ
） 

皆
さ
ま
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（一
部
抜
粋
） 

編集後記 

振
込 

用
紙
は
原
則
と
し
て
毎
号
同
封

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
思
い
立
っ

た
時
に
い
つ
で
も
振
り
込
み
で
き
る
よ
う
に
、
毎
号

同
封
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
ご
要
望
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
決
し
て
お
振
込
を
強
要
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご
不
要
な
方
は
処

分
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

住
所 

を
変
更
さ
れ
た
方
は
、
事
務
局

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お

今
後
の
資
料
送
付
が
ご
不
要
の
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
、
事
務
局
ま
で
そ
の
旨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

お知らせとお願い  い
つ
も
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
原
発
が
心
配
で
す
ね
。 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済 

 
 

シ
ン
カ
ブ
ル
の
ご
案
内 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
寄
付
が
で
き
る
“Ｓ
ｙ
ｎ
ｃ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ 

(

シ
ン
カ
ブ
ル)

”を
導
入
し
て
い
ま
す
。 

団
体
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
左
の
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス

が
可
能
で
す
。 

＊
コ
ー
ヒ
ー
等
の
お
支
払
に
も 

 

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 


